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研究成果の概要（和文）：前立腺癌のスクリーニングで広く使用されている前立腺特異抗原:prostate specific
 antigen(PSA)法の欠点であった特異度の低さを克服するために、PSAの糖鎖構造の癌性変異を検出する新規アッ
セイ法を開発した。この新規アッセイ法は感度、特異度共に従来のPSA法を遥かに凌駕し、不要な前立腺生検を
約４０％削減可能となった。

研究成果の概要（英文）：Prostate specific antigen (PSA) assay method is now widely used for prostate
 cancer screening. However, its low specificity was vital weakness for cancer screening, because a 
number of suspicious patients had to receive unnecessary invasive prostate biopsy. To overcome this 
weak point of conventional PSA blood test, we developed a novel serum assay system to measure 
cancer-associated glycan alteration. Using this new assay system, accuracy of diagnosis of prostate 
cancer dramatically improved to reduce about 40% of unnecessary prostate biopsy.

研究分野：泌尿器科学
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  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　前立腺癌は欧米のみならず、我が国においても発生頻度の高い癌の一つであるが、PSAを用いたスクリーニン
グによって、過剰診断や過剰治療が行われている可能性がある。この問題を解決するには、PSAの弱点である特
異度を改善する必要がある。本研究では、PSA糖鎖の癌性変異をレクチンで捉えて定量化する新規アッセイ系を
開発し、実臨床でのスクリーニングに適応可能なレベルまで実用性を高めた。本アッセイ系を使用することによ
り、不要な前立腺生検を約40％削減できるため、患者の負担軽減と医療費の大幅な削減効果が期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

前立腺がん(prostate carcinoma：以下「PC」と略す)は男性に最も一般的な癌で、男性の主

要な死亡原因でもある。2020~2024年には年間の新規に発症する前立腺がん数は 10万 5800

人となり、胃がんと肺がんを抜き、男性がんの第 1位になると予想されている。 

 PSAは、前立腺で産生される、前立腺に特異的な糖タンパクの一種である。前立腺癌に罹

患すると血液中の PSA値が高くなることから、PSA値は、PCを判定するための最も重要な

腫瘍マーカーとして認識されている 1)。 

 PSAは、血液中では大部分が α１-アンチキモトリプシンや α2-マクログロブリンなどの結

合蛋白と結合して複合体を形成する（以下、「結合型 PSA」と記載する。）。また、一部は複

合体を形成していない遊離型として存在する(以下、「遊離型 PSA」と記載する。)。 

 現在広く行われている血清 PSA検査では、この遊離型 PSAと結合型 PSAを区別せずに、

PSA の総量（すなわち、遊離型 PSA と結合型 PSA の合計の量、以下、「トータル PSA 値」

と記載する。)を測定する。トータル PSA値の基準値は 4.0 ng/mL未満である。前立腺に何

らかの疾患があるとトータル PSA値は上昇する。トータル PSA値が 10.0～20.0 ng/mLの場

合は 40%程度、20.0ng/mL以上の場合には 50%以上の患者に前立腺癌が発見される、といわ

れている。 

 トータル PSA値が基準値よりも高いが、上記の高値よりも低い中間の 4.0～10.0 ng/mLの

範囲は、所謂グレーゾーン(gray zone)と呼ばれている 2)。このグレーゾーンのトータル PSA

値を示す患者に癌が発見される確率は約 25～30%であると言われる。すなわち、トータル

PSA値が正常値よりも高値だったとしても必ずしも前立腺癌に罹患しているとは限らない。

前立腺肥大症(benign prostatic hyperplasia：以下「BPH」と略記する。)や前立腺炎等の、他の

前立腺の病気がある場合にもしばしば高値になることが知られている。従って、トータル

PSA 値が上記のグレーゾーンであった患者は、前立腺癌に罹患しているか、BPH 等の前立

腺癌以外の疾患に罹患しているのかの判断がつきかねる場合が多い。そのため、血清 PSA

検査で PSA 値がグレーゾーンであった場合には、確定診断を得るために針生検を行うが、

その針生検をおこなうことにより感染症や障害等のリスクが増加することが問題となって

いる。つまり、がんでない人が過剰な診断を受けるリスクが高くなっている。また、逆に針

生検でもがんが見つけられずに、見逃されるケースもある。 

 さて現在、腫瘍マーカーとして使用されている分子の多くは、糖タンパク質である。この

糖タンパク質腫瘍マーカーの糖鎖構造は、正常組織由来のものと癌由来のものでは、その構

造が大きく異なることが知られている。PSA も分子量 34kDa の糖タンパク質であり、糖鎖

は、その約 8%を占める。 

 PSAの糖鎖に関する研究で、PSAの糖鎖としては 2本鎖で末端にシアル酸が α(2,6)結合で

ガラクトースに結合した N 型糖鎖のみが発現しているとの報告があった 3)。そして、セイ

ヨウニワトコレクチン(SNA)を用いてトータル血清 PSAの糖鎖の α(2,6)結合シアル化、トー

タル血清 PSA の糖鎖の α(2,3)結合シアル化、及びフリー血清 PSA の糖鎖の α(2,3)結合シア

ル化を分析することにより、患者が前立腺癌を有しているか否かを確認する方法が開示さ

れた 4)。 

 一方、PSA の糖鎖が非常に多様性に富んでいること 5)、および PSA の糖鎖の末端シアル

酸は α(2,6)結合でのみでなく α(2,3)結合でガラクトースに結合しているものも約 10%存在す

ることが明らかになった。更にその後、PSA 患者の血清中には、その N 型糖鎖の末端シア

ル酸残基が α(2,6)結合でよりも α(2,3)結合でガラクトースに結合した PSAが増加することが



明らかになった 6)。そして、以上の知見に基づいて、末端シアル酸残基が α(2,3)結合でガラ

クトースに結合した糖鎖を特異的に認識するイヌエンジュレクチンを用いたアフィニティ

ークロマトグラフィーにより、PSAと BPHを識別する方法が、大山らによって完成された
7)。当該方法では、「分画前の血清のフリーPSA値およびトータル PSA値に対する、レクチ

ン結合分画のフリーPSA値およびトータル PSA値のパーセント比を取るか、あるいは分画

前の血清のフリーPSA 値に対する、レクチン結合分画のフリーPSA 値のパーセント比を取

り、その値から PCと BPHを識別する方法」が開示されている。 

 ミュータスワコーｉ３０（医療機器届出番号 27B3X00024000013）およびミュータスワコ

ーｉ５０（27B3X00024000017）は測定原理を同じくするものであり、プラスチック基板上

に微細流路中を配したマイクロチップを用いて、微細流路中で等速電気泳動によるサンプ

ル濃縮を実施し、その後レクチン親和性電気泳動を行うことのできるシステムである。そこ

で、上記癌性糖鎖 PSA の診断マーカーとしての実用化を前提に、当測定原理を用いたアッ

セイ系の開発を行ったので、臨床での有用性を調べることにした。 

１ ） Stamey TA, Yang N, HayAR, et al. Prostate-specific antigenas a serum marker for 

adenocarcinomaof the prostate.N Engl J Med 1987；317：909-916 
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differentiationof prostate cancer from benign prostate disease：A prospective multicenter clinical 
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５）Ohyama C, et al., Glycobiology, 2004, vol. 14, pp. 671-679 

６）Tajiri M, Ohyama C, Wada Y, Glycobiolgy, 2008, vol. 18, pp. 2-8 
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２．研究の目的 

PSA 測定値による診断では、前立腺肥大症との鑑別が難しいため、過剰診断しないこと

を目的に 4.0ng/mLというカットオフが設けられているが、実情は 4.0ng/mL以下でもがん患

者は存在し、2.0-4.0ng/mLの日本人被験者にフォーカスした臨床試験では、一定数の癌陽性

判定例が報告されている 8-9)。一方、米国 NCCNガイドライン（2016年度版）では、PSA値

測定によるカットオフ判定のみで診断を行った場合と比べ、F/T(%)PSA を指標に加える事

で不要な前立腺生検の 20%を回避できる事が示されている。また、本邦では未承認ながら、

他の新規手法を適用する事で不要な生検をさらに回避できる可能性について言及されてい

る。 

本検査薬では、前立腺癌診断における既存バイオマーカーの精度の限界が明らかとなっ

た対象例にフォーカスし、針生検や画像診断を行う前の２次スクリーニングとして、過剰診

断の是正に働きかける事を目的とする。本検査薬の導入により、診断のグレーゾーンとされ

る PSA 測定値領域で課題であった被験患者の前立腺癌診断の特異度（添付資料１）を向上

させる事で、針生検や画像診断を行う被験者を減らし、医療経済に貢献するとともに、被験

者の負担を軽減できる。 
 
 
３．研究の方法 

 PSAは、前立腺がんの罹患により、血清中濃度が上昇することで知られている。ヒトの



PSAには１分子当たり１本のアスパラギン結合型糖鎖が存在し、その糖鎖構造は明らかに

されている。また、細胞の癌化に伴い、糖鎖末端のシアル酸の結合が、α２，６から α２，

３に変化することが知られている。 

イヌエンジュレクチン（MAL）は糖鎖末端のシアル酸の結合が α２，３である糖鎖と反応

するレクチンである。よって、MAL を用いてレクチン親和性電気泳動を行うと α２，６結

合末端シアル酸糖鎖を持つ PSAと α２，３結合末端シアル酸糖鎖を持つ PSAを分離するこ

とができる。これは、α２，３結合末端シアル酸糖鎖を持つ PSAがMALと反応して、電気

泳動時間が伸びるのに対して、α２，６結合末端シアル酸糖鎖を持つ PSAはMALと反応し

ないため、電気泳動時間が早くなるためである。この原理を利用して、キャピラリー電気英

泳動での分離を実施した。 
 
 
４．研究成果 
 

我々は、S2,3-PSAの遊離型 PSAに占める割合を測定することにより、PSAの問題であっ

た特異度の改善（前立腺肥大症と前立腺癌の切り分け）が可能と考え、検討を行った結果、

下記のようなデータを得た（下図）。 

 
 S2,3-PSA と PSA と F/T(％)PSA（フリーPSA％）の ROC 比較 
 

 

S2,3-PSAの AUCは既存の診断マーカーである total PSAおよび F/T(%)-PSAの AUCを遥

かに凌駕するものであった。血清 PSA4.0ng/mL以上で生検が必要と判定された症例のう

ち、約 40%は S2,3-PSAがカットオフ値未満であった。実際の PSAスクリーニングにあて

はめると、S2,3-PSAを 2次スクリーニングに導入することによって、約 40%の不要な生検

を回避することが可能になる。 

現在、S2,3-PSA法のキット化が終了し、薬事承認のための臨床試験が進行中である。本

法が保険収載されれば、不要な生検が大幅に削減され、患者と医療者の負担軽減、合併症

回避、医療費削減に大きく寄与することが期待される。 
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J､ Sato H､ Mitsuzuka K､ Tochigi T､ Tsuchiya N､  Arai Y､ Habuchi T､ Ohyama C

Soma O､ Hatakeyama S､ Yamamoto H､ Imai A､ Yoneyama T､ Hashimoto Y､ Koie T､ Ohyama C

Soma O､ Hatakeyama S､ Yoneyama T､ Noro D､ Tobisawa Y. Hashimoto Y､ Koie T､ Sasaki H､ Saito M､ Harada H､ Chikaraishi T､
Ishida H､ Tanabe K､ Satoh S､ Ohyama C

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Kodama H､ Hatakeyama S､ Yamamoto H､ Imai A､ Yoneyama T､ Hashimoto Y､ Ito H､  Yoshikawa K､  Sasaki A､ Takahashi S､ Ohyama C

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

External validation of the CHAARTED and LATITUDE criteria in patients with hormone-naive metastatic prostate cancer， A
multi-institutional study in Japan．

The impact of frailty gap on prognosis in patients with urological cancers， a comparison of community-dwelling population．

Longitudinal serum N-glycan profiling predict biopsy-proven graft rejection after a living donor kidney transplantation．
 ２．発表標題

Clinical usefulness of diagnostic tool to distinguish testicular torsion from torsion of the appendix testis.

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

EAU 2019 （第34回欧州泌尿器学会議）（国際学会）

EAU 2019 （第34回欧州泌尿器学会議）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Fujita N､ Momota M､ Tobisawa Y､ Yoneyama T､ Yamamoto H､ Imai A､ Hatakeyama S､ Ito H､  Yoneyama T､ Hashimoto Y､Yoshikawa K､
Ohyama C

Yoneyama T､ Tobisawa Y､ Kaneko T､ Kaya T､ Hatakeyama S､ Mitsuzuka K､  Duivenvoorden W､ Jehonathan H､ Hashimoto Y､ Ito A､
Koie T､ Suda Y､ Robert A､ Ohyama C

Fujita N､ Momota M､ Tobisawa Y､ Yoneyama T､ Yamamoto H､ Imai A､ Hatakeyama S､ Ito H､  Yoneyama T､ Hashimoto Y､Yoshikawa K､
Ohyama C

Fujita N､ Momota M､ Tobisawa Y､ Yoneyama T､ Yamamoto H､ Imai A､ Hatakeyama S､ Ito H､  Yoneyama T､ Hashimoto Y､Yoshikawa K､
Ohyama C

EAU 2019 （第34回欧州泌尿器学会議）（国際学会）

EAU 2019 （第34回欧州泌尿器学会議）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

The efficacy and feasibility of radiation therapy to the primary tumor in patients with metastatic castration-resistant
prostate cancer．

Clinically Significant Prostate Cancer Diagnostic Performance of LacdiNAc-Prostate-Specific Antigen Glycoisomer Assay at
Initial Prostate Biopsy， Retrospective Multi-Institutional Study．

Aortic calcification is the risk factor of severe acute kidney injury development in patients with urological sepsis．

Risk-stratified surveillance and cost effectiveness of follow-up after trans-urethral resection of bladder tumor in patients
with primary non-muscle-invasive bladder cancer．

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

EAU 2019 （第34回欧州泌尿器学会議）（国際学会）

EAU 2019 （第34回欧州泌尿器学会議）（国際学会）

Hatakeyama S､ Soma O､ Yamamoto H､ Imai A､ Yoneyama T､ Hashimoto Y､ Ohyama C

Hatakeyama S､ Imai A､ Hamano I､ Tanaka T､ Yoneyama T､ Yamamoto H､ Yoneyama T､ Hashimoto Y､ Nakaji S､ Ohyama C

Momota M､ Fujita N､ Tobisawa Y､ Yoneyama T､ Yamamoto H､ Imai A､ Hatakeyama S､ Ito H､  Yoneyama T､ Hashimoto Y､ Yoshikawa K､
OhyamaC

Suzuki Y､ Hatakeyama S､ Yamamoto H､ Imai A､ Yoneyama T､ Hasimoto Y､ Koie T､ Ohyama C

EAU 2019 （第34回欧州泌尿器学会議）（国際学会）

EAU 2019 （第34回欧州泌尿器学会議）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Impact of frailty on treatment modality selection in patients with muscle-invasive bladder cancer， Radical cystectomy vs
bladder preservation therapy．

Development and validation of the prediction nomogram for a stone episode．

The impact of acute kidney injury on renal impairment and cardiovascular disease in patients with muscle invasive bladder
cancer treated with radical cystectomy．

The impact of initial PSA <100 ng/mL on prognosis in patients with metastatic hormone na&iuml;ve prostate cancer (mHNPC) ．

 １．発表者名



2019年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

EAU 2019 （第34回欧州泌尿器学会議）（国際学会）

112回米国泌尿器科学会議(AUA 2017)　（国際学会）

第112回米国泌尿器科学会議(AUA 2017)　（国際学会）

第112回米国泌尿器科学会議(AUA 2017)　（国際学会）

Narita T, Hatakeyama S, Yoneyama T, Narita S, Yamashita S, Mitsuzuka K,  Sakurai T,  Kawamura S, Tochigi T, Takahashi
I,Nakaji S, Tobisawa Y, Yamamoto H, Koie T,Tsuchiya N,   Habuchi T, Arai Y, Ohyama C

Yoneyama T, Tobisawa Y, Hatakeyama S, Mori K, Hashimoto Y, Koie T, Ohyama C

Oikawa M, Hatakeyama S, Yoneyma T, Tobisawa Y, Narita T, Yamamoto H, Hashimoto Y,  Koie T, Narita S, Tsuchiya N, Habuchi T,
Takahashi I, Nakaji S, Ohyama C

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Hatakeyama S､ Konishi S､ Yamamoto H､ Imai A､ Yoneyama T1 Hashimoto Y､ Nakaji S､ Ohyama C

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Clinical implications of serum N-glycanprofiling as a diagnostic and prognostic biomarker in germ-cell tumors

Serum N-glycomics predicts in patients who developed castration resistant prostate cancer．

Significance of serum N-glycan profiling as a diagnostic biomarker in urothelial carcinoma．
 ２．発表標題

The impact of fall on nocturia and frailty in community-dwelling individuals．

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第112回米国泌尿器科学会議(AUA 2017)　（国際学会）

．第105回日本泌尿器科学会総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日下　歩、畠山真吾、濱野逸人、細越正吾、今井　篤、米山高弘、橋本安弘、古家琢也、大山　力

Noro D, Yoneyama T, Hatakeyama S, Tobisawa Y, Mori K, Hashimoto Y, Koie T, Tanaka M,  Nishimura S, Sasaki H, Saito M, Harada
H, Chikaraishi T, Ishida H, Tanabe K, Satoh S, Ohyama C

Tanaka T, Tobisawa Y, Hatakeyama S, Mori K, Hashimoto Y, Koie T, Ohyama C,  Yoneyama　T

Hagiwara　K, Koie T, Tobisawa Y, Yoneyama T, Yamamoto H, Imai A, Hatakeyama S,  Yoneyama T, Hashimoto Y, Ohyama C

第112回米国泌尿器科学会議(AUA 2017)　（国際学会）

第112回米国泌尿器科学会議(AUA 2017)　（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

術前ホルモン療法後の前立腺組織内アンドロゲン濃度の検討：Estramustine は前立腺癌組織内DHEA を低下させる．

Serum sialyl hybrid typed N-glycan levels predicts early ABMR in living donor kidney transplant patients．

Serum core fucosylated N-glycan carrying immunoglobrin is a diagnostic and pre-operative prognostic marker of upper tract
urothelial carcinoma (UTUC)

Efficacy of a neoadjuvant luteinizing hormone-releasing hormone antagonist plus low-dose estramustine phosphate in high-risk
prostate cancer.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第105回日本泌尿器科学会総会

第105回日本泌尿器科学会総会

石川友一、米山　徹、飛澤悠葵、畠山真吾、黒澤竜雄、橋本安弘、古家琢也、中村賢治、大山　力

成田拓磨、畠山真吾、米山　徹、成田伸太郎、山下慎一、櫻井俊彦、飛澤悠葵、古家琢也、土谷順彦、羽渕友則、荒井陽一、大山　力

萩原和久、畠山真吾、米山　徹、盛　和行、今井　篤、米山高弘、橋本安弘、古家琢也、羽渕友則、荒井陽一、土谷順彦、大山　力

及川真亮、畠山真吾、成田拓磨、今井　篤、米山高弘、米山　徹、橋本安弘、古家琢也、大山　力

第105回日本泌尿器科学会総会

第105回日本泌尿器科学会総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

マイクロキャピラリー電気泳動免疫蛍光検出装置を用いた新規の前立腺癌関連糖鎖変異マーカーS2,3PSA 測定に基づく診断手法．

血清N-結合型糖鎖の網羅的質量解析による精巣腫瘍の診断・予後マーカーの検索．

高リスク前立腺癌に対する術前化学ホルモン療法の費用対効果の検討．

尿路上皮癌症例における新規バイオマーカーとしての血清N-glycan の網羅的質量解析．

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

骨盤外科機能温存研究会

第8回Urological Expert Forum

第53回日本移植学会総会

第53回日本移植学会総会

米山　徹

畠山真吾，米山　徹，野呂大輔，佐藤　滋，力石辰也，石田英樹，田邉一成，原田　浩，大山　力

米山　徹，野呂大輔，佐々木秀郎，齋藤　満，原田　浩，力石辰也，石田英樹，田邉一成，佐藤　滋，大山　力

 ２．発表標題

 ２．発表標題

今井　篤、畠山真吾、米山高弘、橋本安弘、古家琢也、大山　力

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

血清N-グライコミクスによるCRPCの予測．

腎移植患者における血清N型糖鎖の変化についての検討．

血清N結合型糖鎖プロファイルによる抗体関連性拒絶の予測．
 ２．発表標題

前立腺癌に対するRARP およびLDR-BT のQOL 経時変化についての検討．

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第82回日本泌尿器科学会東部総会

第82回日本泌尿器科学会東部総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

成田伸太郎，奈良健平，鶴田 大，沼倉一幸，神田壮平，齋藤　満，井上高光，南條　博，三塚 浩二，古家琢也，川村貞文，大山　力，荒
井陽一，栃木達夫，羽渕友則

日下　歩、畠山真吾、濱野逸人、細越正吾、今井　篤、米山高弘、橋本安弘、古家琢也、大山　力

米山　徹、飛澤悠葵、金子智典、仮谷高敏、畠山真吾、今井　篤、米山高弘、橋本安弘、古家琢也、須田美彦、大山　力

古家琢也、藤田尚紀、堀口裕貴、小玉寛健、野呂大輔、成田拓磨、萩原和久、及川真亮、今西賢悟、米山　徹、今井　篤、橋本安弘、大山
力

第82回日本泌尿器科学会東部総会

第82回日本泌尿器科学会東部総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

ハイリスク前立腺癌に対する術前化学内分泌療法併用前立腺全摘の治療成績．

術前ホルモン療法後の前立腺組織内アンドロゲン濃度の検討：Estramustineは前立腺癌組織内DHEAを低下させる．

癌性糖鎖変異PSA-Giと既存PSA検査による前立腺癌の診断能の比較．

高リスク前立腺癌に対する術前内分泌化学療法．

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

東北糖鎖研究会・東京糖鎖研究会合同シンポジウム（第11回東北糖鎖研究会・Glyco TOKYO 2017）

東北糖鎖研究会・東京糖鎖研究会合同シンポジウム（第11回東北糖鎖研究会・Glyco TOKYO 2017）

米山　徹，飛澤悠葵，金子智典，彼谷高敏，畠山真吾，今井　篤，米山高弘，橋本安弘，古家琢也，須田美彦，大山　力

米山美穂子，飛澤悠葵，畠山真吾，佐藤美紗季，刀禰亀代志，多田羅洋太，柿崎育子，舟生富寿，福田　穰，星　宣次，大山　力，坪井
滋

山本勇人，飛澤悠葵，犬伏俊博，入江史俊，畠山真吾，米山　徹，米山高弘，橋本安弘，古家琢也，大山　力，山口　祐

米山　徹，飛澤悠葵，金子智典，彼谷高敏，畠山真吾，今井　篤，米山高弘，橋本安弘，古家琢也，須田美彦，大山　力

東北糖鎖研究会・東京糖鎖研究会合同シンポジウム（第11回東北糖鎖研究会・Glyco TOKYO 2017）

第33回前立腺シンポジウム

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

癌性糖鎖変異PSAと既存PSA検査による前立腺癌の診断精度の比較．

O-グリカン修飾変化を利用した新規CTL腫瘍免疫逃避機構．

Transmembrane protein 2 (TMEM2) は細胞表面においてヒアルロン酸を分解する．

PSA glycoisoform (PSA-Gi) と既存PSA検査による前立腺癌の診断能の比較．

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第27回泌尿器科分子・細胞研究会

第27回泌尿器科分子・細胞研究会

第27回泌尿器科分子・細胞研究会

第10回日本ロボット外科学会学術集会

米山　徹，石川友一，飛澤悠葵，畠山真吾，成田伸太郎，三塚浩二，羽渕友則，荒井陽一，伊達睦廣，大山　力

米山　徹，飛澤悠葵，金子智典，彼谷高敏，畠山真吾，三塚浩二，橋本安弘，荒井陽一，須田美彦，大山　力

成田拓磨，古家琢也，山本勇人，今井　篤，畠山真吾，米山高弘，橋本安弘，大山　力

 ２．発表標題

 ２．発表標題

畠山真吾，米山　徹，齋藤　満，佐藤　滋，原田　浩，石田英樹，田邉一成，佐々木秀郎，力石辰也，大山　力

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

癌性糖鎖変異S2，3PSA検査の測定安定性と既存PSA検査の前立腺癌診断．

PSA糖鎖修飾異性体（PSA-Gi）検査と既存PSA検査との前立腺癌診断能比較．

ハイリスク前立腺癌に対する術前内分泌化学療法＋ロボット支援前立腺全摘除術の有用性．
 ２．発表標題

網羅的血清糖鎖分析による生体腎移植後拒絶反応予測マーカーの開発．

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 12th AUA/JUA International Affiliate Society Meeting 2017（招待講演）（国際学会）

Urological Reseach Society Annual Meeting（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Ohyama C

川口俊明，相馬文彦，高橋伸也，齋藤久夫，古家琢也，大山　力

米山高弘，小玉寛健，細越正吾，日下　歩，得居範子，山本勇人，今井　篤，畠山真吾，橋本安弘，古家琢也，大山　力

Ohyama C

第22回青森前立腺癌研究会

第22回青森前立腺癌研究会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Measurement of prostate cancer-associated aberrant glycosylation of PSA by an automated micro-total immunoassay system for
improved accuracy of prostate cancer diagnosis.

青森県総合検診センターにおける前立腺がん健診－平成28年度の検診結果および14年間の成績－．

mHSPCに対する早期ドセタキセル療法の初期成績．

Development of novel biomarkersfor prostate cancer using glycobiology techniques.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第105回日本泌尿器科学会総会（招待講演）

第27回日本臨床工学会（招待講演）

米山　徹

大山　力

古家琢也

山本勇人

第82回日本泌尿器科学会東部総会（招待講演）
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PSA糖鎖修飾異性体による前立腺癌診断、悪性度評価と糖鎖抗原を利用したLiquid biopsyの可能性．

Stabilization of invadopodia by plectin-mediated conjunction to vimentin intermediate filament is a critical molecular step
of invasion and extravasation for metastasis in bladder cancer.

Aldo-keto-reductase 1C3 expression as an independent risk factor for occurrence of castration resistant prostate cancer in
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improved diagnostic accuracy than PSA．
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enabled clinical application for early diagnosis of prostate cancer.
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